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茶道教室は、隣保館開館以来 40 余年にわたって「教養

文化講座」として月 2 回程度、2 階和室で開催していま

す。お茶のたて方（点前）、いただき方、礼（お辞儀）

などの作法や、客人をもてなす茶道の精神を杉本先生

から教わっています。 

「継続は力なり」 

四 季 を 楽 し む 茶 道 教

室。皆さんどうぞお気軽に

ご参加ください。 

https://www.city.


人権の小窓（２６９） 

三木市にお住まいで障がい者スポーツの普及活動をされ 
ている井上英年さん、パラアスリートとして陸上競技に 
取り組まれている永井秀樹さんのお二人を紹介します。 
 

 

 

 
 
三木市内に障がい者スポーツの事務局があるのをご存

じですか。私の自宅、志染町青山に「兵庫県チェアスキー協
会（ＨＣＳＡ）」の事務局があります。協会は１９９６年に発足
し、県内だけではなく、西日本のチェアスキーの普及発展に
努めています。冬季オリンピック・パラリンピックにてスポー
ツの華とされるスキー。海外で King of Sports とも評され、
とても人気のあるスポーツでもあります。 

その中で、車いす利用者が
【チェアスキー】という道具を用
いて行う競技アルペンスキーが
あります。時々テレビなど、映像
として見たことがある方もいる
かもしれないですね。私は元
チェアスキー競技者であり、事
務局である自宅で普及活動を
行っています。 

私達が所属する日本チェ
アスキー協会(JCSＡ)には、
会員数約１２０名、各地域に
クラブがあり、全国で活動しています。また、数ある障がい者
スポーツ（車いすバスケットボール・車いすマラソン等）の中
でも、チェアスキーという種目だけが日本の数ある障がい
者スポーツの中で唯一創成期から種目に携わり、活動を
行ってきたという事実があります。つまり日本が世界の中で
車いす利用者のアルペンスキー競技（チェアスキーの世界）
を常にリードしてきたと言っても過言ではない状況で、日本
の競技力は現在も、世界的に強豪国の一角を支えています。 

では、何故三木で活動しているのか？と言いますと、私は
19 歳の時に交通事故で車いす利用者になり、兵庫県立リ
ハビリテーションセンター中央病院に入院をしていました。
その時に、小学生から元々スキーをやっていた関係で、車い
す利用者になっても退院後に極寒の白銀の世界にてスキー
がしたいと考えていました。皆さんはご存じだと思いますが、
じつは兵庫県北部には多くのスキー場があり、とっても活動
しやすい環境であり、1998 年に長野オリンピック・パラリン
ピックが日本で開催された結果、チェアスキーヤーでも信
州や、東北では普通にスキー場を滑走できる環境が整い、
健常者と共に滑ることが可能でした。しかし初めて兵庫県
内でチェアスキー講習会を開催した時は、なんとスキー場 

関係者がチェアスキー自体を見たことがない人や知識のな
い方々がほとんどであり、スキー場から「滑らないで雪遊び 
をして帰ってほしい」と言われるほど、西日本でチェアス
キーヤーとして活動すること自体
が、とても厳しい状況があったの
も事実です。 

そもそも、車いす利用者にとっ
て、厳冬期の冬山という場所は常
に困難がつきまとい、不自由が当
たり前の環境になります。そんな
中、私自身が車いす利用者とな
り、はじめて雪上に立った時の想
いは、今も忘れることができませ
ん。ただでさえ不自由になった身
である車いす利用者となって、果
たして雪上に立てるのか？という素朴な不安を抱きつつ、雪
山に向かった先で、現在私が所属する日本チェアスキー協
会のスタッフや多くの人の手助けのおかげで、再びゲレンデ
に戻ることができました。厳冬期の雪山で人の温もりを感じ
ることができるチェアスキーと出会えたこと、雪面を滑った
時に健常者のスキーで感じていた滑走感覚が確かに存在
しており、体感することができたことで、私の人生が開けた
ように思いました。「すごい、再びスキーができる。チェアス
キーという道具を用いて雪上を自由に滑走する感覚を感じ
ることができる」私はすっかりチェアスキーの素晴らしさに
魅了されてしまいました。 

それ以来、日本障害者スキー連盟の競技者として 6 年間、
ナショナルチームに所属し、日本の代表としてワールドカッ
プなど数多くの大会に参加。 また競技者として求める練習
環境を得る為にアメリカ合衆国、コロラド州にあるウィンター
パークスキー場にあるス
キーチームに所属し、練
習を重ねていました。そこ
は、世界中から練習環境
を求めて、それぞれの国
の代表選手になれるよう
に切磋琢磨しあう仲間た
ちと共に練習の日々でし
た。いつの日か、それぞれの
国の代表としてワールドカッ

チェアスキーに魅せられて 
 

兵庫県チェアスキー協会事務局 井上 英年 

 

筆者紹介 井上英年（いのうえ ひでとし） 

               兵庫県チェアスキー協会

（HCSA）事務局 

（公財）日本障害者スキー連盟 

元指定強化選手。北米選手権

SGS２位などの成績を残す。 

http://www.eonet.ne.jp/~inoinoino/ 

健常者と共にアルペンスキー

競技をする「icetee cup」大会

で前走者を務める筆者。 

チェアスキーでリフト

に乗っているところ 

チェアスキーでアルペン競技

（大回転）に参戦中の筆者 

http://www.eonet.ne.jp/~inoinoino/


２００８年全国障害者スポーツ大会お

おいた大会で旗手を務める永井さん 

プで競うことを誓い、月日を重ねていました。私が、日本代
表として初めてワールドカップ参戦した時に数名のウィン
ターパークチームの仲間たちと再会することとなり、それぞ
れの国の威信を背負い、アルペン競技に参加したことを今
も鮮明に覚えています。 

スキーの持つ「楽しさ・喜び・夢」を共に分かち合える仲
間たちと、国や言語の違いや 肌の色の違いなど障がいの
有無に関係なく「一つの Ski」を共有できた喜びを胸に抱
き、雪山を大いに楽しみ、盛り上げていこうと兵庫県チェア
スキー協会を設立し、事務局を自宅に置いて、現在に至り
ます。 

最近の異常気象等でスキーができる期間が短くなって
きていますが、兵庫県内にはスキー場が 16 か所もありま
す。この冬は、是非雪山でスキーをしてみませんか？当クラ
ブはホームページもあり、情報発信を行っています。県内行
事には、スキー場でチェアスキーヤーを見かけることもある 

かもしれません。またチェアスキーに興味があれば一度、協
会ホームページをご覧いただければ幸いです。
（http://www.eonet.ne.jp/~inoinoino/） 

 
 

全国大会を目指して 
    永井 秀樹さん 
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「楽しくなかったら、スポーツじゃない」というクラブの信条 

永井さんが陸上を始めたのはいつですか？ 

２００５年の中学生の時です。僕は軽度の知的障がいがあり、特別支援学級に在籍していま
した。そのとき学校の特別支援教育指導補助員で、日本障がい者スポーツ指導員でもある小
山貴子先生が、たまたま僕の走りを見て、全国障害者スポーツ大会の合同練習に参加しては
どうですか、と勧めてくださったのがきっかけです。 

中学校の時のことをもう少し教えてください 

僕は吹奏楽部に入っていました。小山先生に誘われてからも、陸上部に入らずに自分一人で練習をしていました。兵庫県の
「のじぎくスポーツ大会」に出ることになり、小山先生が中学校の陸上部の先生にお願いして、陸上部の友だちと一緒に練習
したり、帰宅後、家の前の坂道とか近くのグラウンドで父と一緒に練習したりして、県の大会では１００ｍで１位になりました。し
かし、タイムが及ばず、全国障害者スポーツ大会には出場できませんでした。 

高校生で全国大会に出場されたのですね 

県立高等特別支援学校に入学し、自分から陸上部に入りました。指導してくださる先生方や仲間たちと一緒に練習をがん
ばりました。２００６年は、兵庫県で全国障害者スポーツ大会がありましたが、予選の当日は発熱のため３位で出場できません
でした。２００８年の高３の時、初めて大分県の全国障害者スポーツ大会に２００ｍで出場することができました。開会式で兵庫
の選手団の旗手として行進し、他県の選手と走ることができてうれしかったです。 

社会人になってもずっと陸上を続けておられるのですね 

市内の障がい者陸上クラブに入って練習しました。２０１１年には山口県、２０１３年に
は東京の全国障害者スポーツ大会に、どちらも５０ｍで出場しました。リレーで走ったこ
ともあります。それから毎年のようにのじぎくスポーツ大会に出場しています。短距離で
は、若い選手がたくさん出てきてとてもかないませんが、中距離に転向して今は８００ｍ
でがんばっています。 

陸上の練習はつらくないですか 

もちろんつらい時もありますが、走るのは得意なので、とても楽しいです。現在
も週４日ぐらいのペースで、仕事が終わってから１時間３０分ほど練習しています。
おかげで、規則正しい生活を送ることができています。 

インタビュー 

お二人のアスリートからお話を伺って、夢や目標に向かって挑戦されている姿勢に勇気と元気をいただきました。(編集部) 

http://www.eonet.ne.jp/


１０月 1５日(火)・１８日(金)・２２日(火)  

内 容 作文朗読と意見発表 
【発表者（敬称略）】 

１５日《作文朗読》・井上煌琥「ぼくの兄ちゃん」 
・宮﨑綾美「子どもと親の向き合い方」 

《意見発表》・平田平良 ヴィニシウス「日本が自分を変化したこと」 
               ・岩谷真由子 「『つなぐ』ことで どの家庭も幸せに」 
１８日《作文朗読》・アチャリヤ ウパマ「外国人だから・・・」  

《意見発表》・池田博文 「主夫をして気づいたこと」 
               ・倉田優子「卵を取る為のニワトリについて」 

・戸田昌樹「あと 1 回休んだら留年です」 
２２日《作文朗読》・鎌田健次 「人とちがうことはおもしろい」 
    《意見発表》・ブービエン ブンナリ―「日本とラオスの違い」 
              ・藤原美和「つながる・つながっていく」 
              ・浦﨑秀一「何歳になっても自分らしくいきいきと 

暮らしていこう」 

   
  

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

日 曜 催し・講座など 日 曜 催し・講座など 

１ 火 
経営・職業相談 10:00～ 
国際高齢者デー 

17 木 
人権相談 13:00～（三木市役所） 
手芸サークル 13:30～ 
貧困撲滅のための国際デー 

2 水  18 金 
経営・職業相談 10:00～ 
人権フォーラム 18:30～ 

3 木 犯罪被害者支援の日 19 土 書を楽しむきらきら教室 13:00～ 

４ 金 
経営・職業相談 10:00～ 
人権相談 13:00～（緑が丘町公民館） 
里親デー 

20 日  

５ 土 館外研修 8:30～  茶道教室９:00～ 21 月  

６ 日  22 火 
経営・職業相談 10:00～ 

人権フォーラム 18:30～ 
７ 月  23 水 茶道教室１３:00～ 
８ 火  24 木 国連デー  手芸サークル 13:30～ 
９ 水  25 金 経営・職業相談 10:00～ 

1０ 木 
人権相談 13:00～（吉川支所） 
手芸サークル 13:30～ 
世界メンタルヘルスデー 

26 土 インターセックス啓発デー 

1１ 金 
経営・職業相談 10:00～ 
カミングアウトデー 

27 日  

1２ 土 茶道教室 13:00～ 28 月 エアロビクス講座 10:00～11:00 
1３ 日  29 火 経営・職業相談 10:00～ 
14 月 スポーツの日 30 水  

15 火 
経営・職業相談 10:00～ 
人権フォーラム 18:30～ 

31 木  

16 水     

 

 

このフォーラムは、いろいろな人権問

題について身近な方から発表してい

ただくことにより、人権について認

識を深め合うものです。お誘いあわ

せの上多数ご参加ください 



（ 公 印 省 略 ） 

三環政第２３９号 

令和６年１０月１日 

 

各 区 長 様 

 

三木市環境政策課 

課長 大塚 芳徳  

 

 

「フードドライブ in 三木 2024」について（お知らせ） 

 

 秋晴の候、貴職におかれましては、ますますご清栄のこととお喜

び申し上げます。 

 平素は、本市の環境行政に、格別のご理解とご協力を賜り厚くお

礼申し上げます。 

さて、温室効果ガス排出を削減し、環境に対する啓発を行うこと

を目的として、本年度もフードドライブ事業を実施します。 

つきましては、ご多忙の折、誠に恐縮でございますが、貴地区で

の全戸回覧にご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 添付資料  フードドライブ事業 チラシ 

 

 ※フードドライブとは、家庭で余っている食品を無駄にせず、支

援を必要とする家庭に配布または福祉団体へ寄付する活動です。 

 

２ そ の 他  広報みき１０月号に掲載しております。 

 

３ 問合せ先  三木市環境政策課環境政策係 

        TEL：0794-82-2000（内線 2389） 

 



回覧  
          

          

 
令和６年１０月１日  

 
各 位  
 

三木市環境政策課  
    課長 大塚 芳徳  

 
「フードドライブ in 三木 2024」について（お知らせ）  

 
秋晴の候、ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。  
日頃は、本市の環境行政に、格別のご理解とご協力を賜り、

厚くお礼申しあげます。  
 さて、温室効果ガス排出を削減し、環境に対する啓発を行

うことを目的として、本年度もフードドライブ事業を実施し

ます。  
 ぜひ、本イベントにご参加いただきますようお願い申し上

げます。  
 
 ※フードドライブとは、家庭で余っている食品を無駄にせ

ず、支援を必要とする家庭に配布または福祉団体へ寄付す

る活動です。 

 
 

問い合わせ先 三木市環境政策課環境政策係 

担当 藤本、森 

電話番号 0794-82-2000（内線 2389） 

 



寄付いただいた方 には、

みっ き ぃ ☆健康アプ リ の

三木 市ポイ ン ト

5 0 ポイ ン ト 付与

寄付いただき たいも の
  

ーご 家庭で 余っ て い る 食 品はあ り ま せんかー

「 も っ たいない」 から 「 あり がと う 」 へ

フ ード ド ラ イ ブ に
ご協力 を お願いし ま す
日 時 令和６ 年1 0月 2 3日 （ 水 ） ・ 2 4日 （ 木 )

   1 0 : 0 0 ∼ 1 5 ： 0 0

場所 三木 市役所 みっ き ぃ ホール

   吉川支 所  エン ト ラ ン スホール 

フ ード ド ラ イ ブ と は、 家庭で余っ ている食 品等を 集めて、 必要と し ている 地域の

フ ード バン ク 等、 生 活を支 援する 団体や福祉施設等に寄付する 活動のこ と です。

お米 、 乾麺 レトルト食品・ インスタント食品 調味料、 のり

缶 詰・ 瓶詰 菓子 類・ 水 等の飲料 調理用品・ 使い捨て用品

※古すぎる お米 については、 受付でき ない場合があり ます。

※①未開封、 ②賞味期限にゆと り のある 、 ③常温保存可能なも のが対象です。

▲事業ホームページは
 こ ち ら
  



・ おおき なき こ ど も 食堂（ 地域交流施設 みんなのひろ ば おおき なき ）

・ わく わく 子ど も 食堂（ わく わく ステ ーショ ン 内）

・ N POみんなの城（ 中央公民館）

・ おだんご ぱんキッ チン （ みなぎ台第５ 集会所）

・ べっ し ょ なかよ し 食堂（ 別所町公民館）

・ 風和里～も ぐ も ぐ 食堂～（ 口吉川町公民館）

・ 三木ッ ズこ ど も 食堂（ 自由が丘公民館）

・ 子ど も 食堂よ り みち （ 銭屋酒房居処屋よ り みち ）

・ 子ど も 食堂in前田精版印刷所（ 株式会社　 前田精版印刷所）

　 生鮮食品（ 肉、 魚介類、 生野菜など ） や冷蔵食品、 冷凍食品など 温

度管理が必要なも の、 調理用品や使い捨て用品など については、 市役

所 子育て支援課までご連絡く ださ い。 連絡いただき ま し たら 、 こ ど

も 食堂等で活用し ます。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 三木市役所　 子育て支援課　 家庭支援係

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 電話　 0794-82-2000（ 内線713-225）

フ ー ド ド ラ イ ブ の 効 果 は ？

三木 市 内 こ ど も 食 堂

FOOD DRIVE IN MIKI 2024

フ ード ド ラ イ ブ in 三木 2024 問 い 合わ せ先 : 三木 市 市⺠ 生 活部 環境 政策課

T E L ： 0 7 9 4 -8 2 -2 0 0 0 (内線2 3 8 9 ）

　 フ ード ド ラ イ ブ の実施は、 食料の支援を 必要と する 人の貧困問題の

解消、 分け合う 心（ 福祉） の醸成を 図る 、 地域の関係作り 、 共助・ 公

助の土台作り 、 と いっ た本来の目的や効果を も たら すだけでなく 、 自

治体自ら が実施する こ と で、 地域住民の食品ロ スへの関心を 高めら れ

る ほか、 家庭系食品ロ ス削減に向けた取組と し てのフ ード ド ラ イ ブ 活

動への参加の後押し につながり ます。

　 ま た、 自治体によ る フ ード ド ラ イ ブ 実施を 契機に地域内でのフ ード

ド ラ イ ブ 活動が活発化する こ と で、 一般廃棄物排出量の減量化、 処理

費用の削減に寄与する こ と が期待でき ます。

主催／　 　 三木市　 　 共催／　  三木市社会福祉協議会

消 費 期 限 の 短 い食 品 等 を 提 供 し た い 場 合 は ？


